
原猿→真猿→類人猿の進化

千万年

6.5 隕石の落下

　→寒冷化と食糧減少

巨鳥の繁栄

5.5 メタンハイドレ－ド大爆発

→地球温暖化

肉食哺乳類が巨鳥を駆逐

→小型哺乳類の繁殖 　　
→原猿の誕生

5.0 原猿の拡散

原始原猿の分岐

（オモミス類・アダピス類）

4.0 ヒマラヤ山脈の誕生

→暖流を生み出していたテチス

　　海流の消滅。欧州・アジアの

　　寒冷化

3.5 南極大陸の氷河発達

→地球寒冷化

3.4 真猿登場と弱猿の拡散

→新世界猿の登場

2.4 類人猿と旧世界猿が分岐

→類人猿の繁栄

1.5 急速な寒冷化・乾燥化→食糧難

→雑食性の旧世界猿が繁栄

テナガザルと大型類人猿が分岐

1.2 大型類人猿の中でオランウータン

が分岐

0.8 大型類人猿の中でゴリラが分岐

0.7 チンパンジーと人類が分岐

0.3 チンパンジーとボノボが分岐

　　　　　　　　

参考資料 サルの百科　データハウス 学研の図鑑　大昔の動物

NHKスペシャル　地球大進化５　大陸分裂 人類の起源　同朋舎出版
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現生霊長類の特徴図解
（凡例　■：外圧　■：獲得機能　■：集団の変化）

自然環境 進化系統

プルガトリウス

人類

現在のサルの祖先
カギ爪を使い木に登
た。北アメリカから
ヨーロッパに生息。
食性は昆虫・果実。
白亜紀後期～暁新世
前期

プレシアダピス 基本的に地上で生活
していたが、カギ爪
を使い木にも登っ
た。北アメリカ、
ヨーロッパに生息。
暁新世後期～始新世
前期

ケニアピテクス 大型類人猿とヒト科
動物（ホミニド）の
両方の特徴を持つ。
脳の容積は300cc程
度。
東アフリカに生息。
中新世

エジプトピテクス
ヒト上科動物（ホミ
ノイド）の祖先。
オナガザルと類人猿
の中間といわれてお
り、尻尾を持つ。
北アフリカに生息。
食性は果実。漸新世

メソピテクス 現代のオナガザル類
に似ていたと考えら
れる。地上と樹上で
活動。ヨーロッパや
アジアに生息。
食性は木の葉、果実
鮮新世前期

カトピテクス 現存する真猿類の祖
先。眼窩後壁を獲得
したことにより、視
力が向上、餌が取り
やすくなった。
アフリカに生息。
漸新世

ブラニセラ 最古の新世界ザル。
昼行性。
南アメリカに生息。
食性は昆虫、果実、
葉。
漸新世

プロコンスル
類人猿の祖先。
四足歩行で、尻尾は
ない。脳の容積は
150cc程度。
東アフリカに生息。
食性は果実、小動物
中新世

シバピテクス 現在のオランウータ
ンにつながる動物だ
と考えられているが
詳細は不明。
ヨーロッパ、アジ
ア、アフリカに生息
中新世中期～後期

プリオピテクス 現在のテナガザルに
似ていたと考えられ
ている。 腕と足が
同じくらいの長さ
で、短い尾がある。
ヨーロッパに生息。
鮮新世前期

カルポレステス 対向指（握力）を獲
得。樹上により適応
的になった。プレシ
アダピス類。北アメ
リカに生息。
食性は昆虫・果実。
暁新世前期

ショショニアス

二つの眼窩が正面に
並び立体視が可能に
なった。
北アメリカに生息。
始新世
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アウストラロピテクス

チンパンジーよりは
やや背が高く、まだ
不完全だが二足歩行
で歩けた。脳容量は
420～510cc。
鮮新世

ノタルクトゥス 現在のキツネザルに
似ており、樹上で生
活。昼行性。群れで
行動していた。
北アメリカに生息
食性は果実。
始新世前期～中期

アダピス類

生息域：東南アジア､インド､アフリカ
食性：昆虫、樹脂、小動物
概要：全て樹上生活で夜行性
集団形態：単独生活で雄の縄張りが複
数の雌の縄張りを包摂。 尿などの臭
いによる縄張りを形成する。

生息域：マダガスカルに生息
食性：昆虫、木の葉、樹脂、果実
概要：樹上性と地上性がいる。夜行性
だけでなく昼光性もいる。
集団形態：単雄複雌群を形成、ワオレ
ムールは複雄複雌群で真猿に近い。

生息域：南米
食性：果実､花､蜜､禁中､葉､芽
概要：樹上性で昼光性。真猿類では最
小の種もいる。
集団形態：小型のものは夫婦ペアが多
いが、複雄複雌群をつくる種もある。

生息域：南米
食性：葉食、果実、種子など様々
概要：樹上性で。昼光性が基本だが、
ヨザルは真猿唯一の夜行性。
集団形態：小型は種は夫婦ペア、大型
のオマキザルは複雄複雌群をつくる。

生息域：ユーラシア・アフリカ
食性：果実食が主だが、芽･葉･樹皮や
昆虫も食べる。コロブス亜科はくびれ
た胃を持つ（葉食適応）。
概要：オスメスの性差が大きく、メス
は発情期に性皮膨張が見られる。
集団形態：社会単位は「母系」が基
本。オスは性成熟を迎えると群れを離
れるが、メスは群れ残留。母と娘の関
係はおとなになっても続き、血縁メス
間の関係は親密。「複雄複雌群」が主
流。

生息域：東南アジアに分布、夜行性
食性：食性は昆虫、小動物
概要：厳密には原猿類ではないが、原
猿類と似た多くの特徴を持つ変わり者
集団形態：単独生活、一夫一婦制のも
のもいる。

生息域：東南アジア（インドシナ半島、スマトラ島等）
食性：イチジクなどの果実中心。葉も食べる。
概要：枝先というニッチに適応した種で、オスメスの体
格差は見られない。
集団形態：両頭婚。子どもを含め３～５頭で生活。オス
メスとも性成熟を迎えると集団から追い出される。

生息域：東南アジア（スマトラ島とボルネオ島のみ）
食性：イチジク･ドリア等果実を求め大樹を渡り歩く。
概要：10～25ｍの高さの樹上で生活
集団形態：主に単独生活。発情期に形成されるペア、ま
たは母子のペア以外は集団をつくらず、単独生活者

生息域：アフリカ大陸の熱帯森林(ﾅｲｼﾞｪﾘｱ･ｻﾞｲｰﾙなど）
食性：ほとんどが植物食だが、果実を食べる事もある
概要：地上生活が基本。メスは菜食や睡眠のために木に
登ることもある。
集団形態：単雄複雌群を形成(5～9頭程度)。子どもは性
成熟すると群れを離れ、大人のメス間は血縁関係なし。

生息域：アフリカ大陸の熱帯森林（ｾﾈｶﾞﾙ･ﾀﾝｻﾞﾆｱ）
食性：果実食だが、小型有蹄類や猿を狩猟する事もある
概要：大型類人猿の中では最も広範囲に生息。樹上に登
ることも多いが、ナックルウォークで地上を移動。
集団形態：15～100頭の群れを形成しメスは性成熟する
と群れを移籍し、オスは群れに留まる。

生息域：コンゴ川に囲まれた熱帯多雨林にのみ生息
食性：果実食が主。葉や茎、昆虫や小動物も食べる。
概要：あらゆる性・年齢の組み合わせで性器を刺激しあ
う独特の交渉をもち、親密な社会関係を築く。
集団形態：複雄複雌。メス移籍でオス間は血縁関係あ
り。集団は50～120頭で小さなパーティで遊動する。
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げっ歯類に追われ
原モグラが樹上適応

手足の指が対向
立体視の獲得

脳の発達

共感充足回路
同一視→安心

世界中密林に覆われ
食料限界まで繁殖

縄張り争いに負けても
死ねない本能不全

最高の防衛力と生産力

解脱充足回路
＋回路で危機捨象

密林後退し原猿が
アフリカに集まる

温暖化で果実の豊富
な熱帯雨林の拡大

弱雄が身を寄合う

単雄複雌群の形成
若雄集団の形成

原モグラ以来の内雌外雄
の性・縄張闘争

闘争系の共認回路
闘争集団形成

複雄複雌群の形成
雌の性収束

熱帯雨林を追われた種は
葉食を獲得し旧世界猿に

寒冷化で葉食を獲得
した旧世界猿が繁栄

敗者の類人猿は様々
な適応戦略をとる

集団の複雑化で
さらに脳が発達

テナガザル
　軽量化し枝先に適応

オランウータン・ゴリラ
　さらに大型化

原チンパンジー
　さらに集団性を高める

巨大鳥類がいないア
ジアでげっ歯類進化

温暖化でアジアから
北米にげっ歯類進出

果実食に適応した種が大
型化し類人猿に

雄雌差がなくなり両頭婚に

単体の闘争力が高まり集
団解体・単雄複雌

複雑な集団関係の獲得
原チンパンジーは母系制

さらに脳(共認機能)が発達

木から落ちた人類は共認機能で生き残り観念機能も獲得
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猿同士の同類闘争が
激化

負けた真猿が南米に
逃げて新世界ザルに

類人猿が繁栄
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ヒガシメガネザル

ベーリング陸橋
氷結して生物は行き来
できなかった

アジア大陸
巨大鳥類がおらず、肉
食哺乳類、げっ歯類が
進化

ツルガイ海峡
ヨーロッパとアジアを分
断していた

ベーリング陸橋
温暖化で氷が溶け、行
き来が可能に

アジア大陸から、肉食
哺乳類、げっ歯類が進
出

北米大陸で、げっ歯類
に追われた原モグラが
木に登り、原猿に進化

地球の温暖化に伴い、
広い範囲に巨大樹林が
広がり、原猿が世界中
に拡散

南米大陸と北米大陸は
分断しており、南米には
原猿はいなかった

原猿がアフリカに集結
し生存競争が激化、真
猿に進化。そしてアジア
へ

一部の原猿が、縄張り
闘争に負けてマダガス
カルに移住

負けた真猿が南米に逃
げて新世界ザルに

地球の寒冷化から北
米･欧州・北アジアの巨
大樹林が消滅、原猿も
滅亡

寒冷化で海水面が低
下。アジア・欧州・アフリ
カが地続きに

世界中の原猿が、アフ
リカ（一部アジア南部）
に移住

温暖化により、腕力に
優れた大型類人猿が
縄張りを拡大
中東やインド・パキスタ
ンに進出

南アメリカ（新世界）に
逃げ込んだ猿は、同類
闘争圧力が低いため、
各地で適応放散。

寒冷化により、果実食
の類人猿は、生息域を
追われ、一部の熱帯雨
林に逃げ込む

寒冷化により、葉食性
の旧世界猿が生息域
を拡大


